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私たちの紹介
         同志社大学プロジェクト科目とは、従来の教室での座学中心の授業形態とは異
　　  なり、実践型・参加型の学習機会を重視した授業科目です。地域社会や企業の
　　　方々に講師をお願いし、提案されたテーマをプロジェクトとして、学生が主体
      　的・自律的に学習を進めています。
　　本科目は、学生 9人 (2 年生 8 人、4 年生 1 人 ) が地域の方と協力して間人での
  　移住の仕組みづくりに取組むプロジェクトです。2021 年度の活動と、2022 年度
　のこれまでの活動を踏まえ , 私たちは「人づくり」をテーマに今年 1年間活動を行
っていきます。そのなかでも地域コミュニティに着目し、よりよい間人を目指し、地
域の方と協力しながら活動していきたいと考えています !

2022 年度 同志社大学 
プロジェクト科目 京丹後移住促進プロジェクト 
～新たな地方移住の仕組みづくり～

どんなワークショップ？

7/2 14:00-17:00
(13:45 開場 )土

曜
日

丹後地域公民館大ホール

定員  40 名

私たちは
これまでの活動から
間人への移住が促進されるには
「内からも、そして外からも愛されるまち」
つまり、現在、間人に住んでいる方々が
 「このまちに住み続けたい」と思い、
かつ移住者が間人に「住んでみたい」と
思う必要があると考えました。
その中でも私たちは「人と人のつながり」という
観点から間人と関わっていきたいと考えています。
適度な交流がありながらも個人や家族の時間を重視できるような
間人となることを目指しています。

このワークショップでは、間人の皆さんと間人の未来の
「人と人のつながり」について話合ってみませんか ?
「そもそも , ちょうどいい距離感って何 ?」
　　「こんな交流の場 , あったらいいな ~」
　　　「理想のコミュニティにするには ,
　　　　　何が必要かな ?」
　　　　　　たくさんの意見を
　　　　　　　　　お聞かせください !

京丹後市の
間人 (たいざ )

に関わる
すべての方々

参加を希望される方は、下記のいずれかの方法で必ず事前にお申し込みください
金曜日

申し込み締め切
り7/1

まるっぽ間人プロジェクト推進協議会
協力

間人区事務所 ／ 電話：0772-69-0714（丹後市民局） ／ メール：maruppotaiza@gmail.com
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 令和 4年 4月 16 日 ( 土 )
 
はじめて間人を訪れました。
自然の豊かさ、人の温かさに
触れ、間人が好きになりました !
去年の履修生を中心に、2021
年度の成果報告と、今後間人
で取り組みたいことを考える
ワークショップを実施しま
した。

  令和 4年 6月 4日 ( 土 )

京丹後市や間人区の代表者
との会議と、間人の住民の方々
へのヒアリングを行いました。
人づくりに関する仮説について
意見をもらいました。また間人
のコミュニティの現状、理想の
コミュニティについて住民の
方の考えを伺いました。

これからの取り組み

私たちは、2回のフィールドワークを
経て , 間人地区の方々 , そして未来の
移住者の方々に、今の間人とは少し違う、
何か新しい形での「人と人とのつながり」
を創造することができないかと考え
ました。
そしてそれを実行に移すべく、今後の
授業も懸命に取り組んでまいります。

私たちの紹介

第２回フィールドワーク第 1回フィールドワーク

これまでの活動
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